Foreign Literature on Japan : a Survey by 藤津 滋生
外国語による日本研究文献の書誌学的研究
著者 藤津  滋生









藤 津滋 生(関 西外国語大学)
(1)は じめ に
明治初期 の英国のお雇 い外 国人学者バ ジル ・ホール ・チ ェンバ レン(1850-1935)は その
著 『日本事物誌 』(ThingsJaPanese,1890年 初版)の 中で、 ヨー ロ ッパの言語で書 かれた 日
本 に関す る本 の冊 数 を次 の ように述 べてい る。 「レオ ン ・パ ジェスの 『日本書誌』 によれ ば、
ヨー ロッパ の言語で書 かれ た、 ほぼ直接 日本 につい て述 べ てい る本 は715冊 の多 きにのぼ っ
てい る。 しか し、 この リス トは、 おお よそ世界 が まだ日本 に注 目す る はるか以 前 の1859年 に
発表 され た ものであ る。 その当時す でに700冊 で あったな ら、現在 は700の70倍 に達 してい る
であ ろう」(「 日本 関係書BooksonJapan」の項 目)と 。 とい うこ とは、1890年 、 つ ま りチ
ェ ンバ レ ンが この 『日本 事物誌 』の初版 を著 した明治23年 には700の70倍 で49,000冊 ある と
い うことにな る。 また、同 じ著 書 の訂 正5版(1905年)に の書 はよ く読 まれ著者 の没後 に
訂正6版(1939)が 出版 された〕 の同 じ項 目で は、 パ ジェスの代 わ りにヴェ ンクシュテル ン
の 『日本帝 国書誌 』 をあげ、 日本 に関 す る本 は"agreatmanythousandsofentries"と表現
してい る。チ ェ ンバ レ ンはいちい ち数 え るのが 面倒 にな って、膨 大 な項 目 としたの で あ ろ
う。 この項 目の内容 は以下 の ようになってい る一 「ヴ ェンクシュテル ンの 『日本 帝国書誌』
には無 数 の記載事項 が ある。 これか ら考 え る と、 日本 につ いて何 も本 を書 いていない こ とが
著名 にな る資格 とな りつつ あ るので はない か と推 論 で きるか も知 れ ない。 日本 美術 、 日本
史、 日本 語、 日本民俗 、植物、地 震、 日本 の疾病一 これ らの中のいずれ も、他 の多 くの題 目
と同 じ く、 それぞれ小 さな書 目が ある。 それか ら百科辞典 的 な著書 もあれ ば、旅行 書 もある
ユ　
(以下略)」
それで は、外国語で著 された日本研究文献 は現在 までにどれ ぐらい出てい るのであろう
か。筆者 は寡聞にしてその全貌 をとりあげた文献を知 らない。 この稿では各種のロシア語を
含 めたヨーロッパ語 と中国語書誌 ・目録か ら日本 に関する文献が どの くらいの数 になるか
を、なるべ く現在に近い時点で調べてみた。
(2)包 括書誌(欧 米)〔 発行年代順〕




副題が示すように、 これは15世紀以来1859年 に至 るまでに刊行 された日本に関する著作の
目録である。海外 における日本関係欧文書誌の最初のものと言われている。1859年 と言 えば
明治になる10年 ほど前である。 よくこれだけの ものをまとめたものである。




ろに置いている。関連事項 の最初 の刊本を基準 としている。例 えばNo.1の マルコ ・ポー ロ
(MarcoPolo)の 項 目には 『東方見聞録』の1496年 刊のヴェネチア版 ほかイタリア語版数種
に続 き、ラテン語、仏語、独語、ポル トガル語、西語、英語の各版が記載されている。そし
て、1859年 の自分の著で終わってい る。番号がふってあって1番 か ら658番 まである。 この
数字はタイ トルであって、収録数 としては約1,347件 になる。それに補遺 として19件 、また
最終ページには写本が48件 あがっている。合計で約1,414件 になる。
このパジェスの書誌 は以後、ヴェンクシュテルン、ナホッド、米国の 「アジア学会」に継
承 され、15世 紀半ばから現在までのほとんどの日本関係の欧文文献が判然する。 また、別の
流れ としてコルディエの書誌 もある。
なお、 この覆刻版が3種 類出ている。原本は貴重書であるが、 こちらの方で割 と簡単に見
ることができる。1つ はチェンバ レンもあげた以下で とり上 げるヴェンクシュテルンの 『大
日本書史』の第1巻(1895年)の 付録 として。2つ は京都の 「更生閣」から新村出の序文 を
付 けて1927年 に出版 された。最後は 「天理図書館善本叢書洋書之部第9次 ヴァリア篇第2
巻」として1976年 に出された。
② フ リ ー ド リ ヒ ・フ ォ ン ・ヴ ェ ン ク シ ュ テ ル ン の 「大 日本 書 史 」 全2巻(1895、1907)








ヴ ェ ン ク シ ュ テ ル ン(1859-1914頃)は ドイ ツ の 日 本 研 究 家 で 、 ロ ン ド ン のKeganPaul
(キ ガ ン ・ボ ー ル)書 店 の 東 洋 部 に 勤 務(1890-1903)。1903年(明治36)に 来 日 し て 第 五 高
等 学 校(熊 本)で1908年(明 治41)ま で ドイ ツ 語 を 教 え た 。 明 治41年5月 に は 、 『大 日 本 書
史 』 全2巻 を 著 し た 功 績 に よ り、 勲 四 等 旭 日 章 を 下 賜 さ れ た 。1910年 に 帰 国 し1914年 頃 死




一 ツ1983.3)、(上 村直己論文)に よる。
先 にあ げたチ ェ ンバ レ ンの 『日本事 物誌 』 の 「日本参考 書 目Bibliography」 の項 目に は
厂日本 に関す る ヨー ロッパ の書籍 で最 良 の もの は、 フラ ンツ ・フォ ン ・ヴ ェンク シュテル ン
の 『日本 帝国書誌』 で、オスカー ・ナホ ッ ドが1926年 まで増補 してい る。 それ に はレオ ン ・
パ ジェスの 『日本書誌』 の複 写版が含 まれ てい る。 この本 は2世 代 〈60年〉 も前 に出た本 で
3)
ある(以 下略)」 と評価 している。また、この書誌の仕事を引 き継いだナホッドはその 『日
本帝国書誌』の第1巻 の序文で、「日本書誌 の研究分野において功績が多 く、疲れを知 らな
かったこの先駆者の早い逝去は哀惜に耐 えない。我々は1914年 まで親 しく、励 ましあいなが
ら、意見 と資料の交換 を手紙で行なっていたのであるが、彼 自身さらに材料を集めていたの
4)
か、またそれが どうなったのか私 は知 らない」 と彼の死を悼んでいる。
これは、ヨーロッパ、アメリカ、東洋で出版 された日本関係 の欧文による研究書、エッセ
イ、地図をリス トアップした目録である。研究的な見地 より価値ありと認 めた文献には簡単
な解説を付け加えている。また、市販の図書 にはその出版 された最初の定価を示 している。
23項 目に分かれた分類順 目録である。特色 としては、① 日本関係が載っている逐次刊行物 の
項目を立て、その巻号順 に記事を拾 っていること、② 『日本アジア協会紀要』は1号 から21
号まで5頁 にわたって内容細目を録 っている。ロシア語文献 は除外 している。本書で言及さ
れている日本書籍のローマ字表記のアルファベッ ト順索引と著者索引付 きである。第2巻 に
は逐次刊行物の索引がある。
パジェスの1859年(安 政6)か らを引 き継 ぎ2巻 で1906年(明 治39)ま での文献 をカバー
している。 この約50年 余 りの間に、両巻合わせて約15,000件 の文献を扱っている。
第1巻 にパジェスの 『日本書誌』 を付録 として原本通 り複製して収録 している。その理 由
として、編者は1859年 以前の分 もとり入れて この目録を作成する予定であった。 しかし、労
力 と費用の点で断念したので、パジェスのものを収録 した。複製に使 った原本が悪かったの
か印刷が不鮮明なのが残念である。
なお、第2巻 の巻末に第1巻 の追加、パ ジェスの補遺 とパルムグレン女史の日本関係スウ
ェーデン語文献が収録されている。
覆刻版 は3種 類出ている。1つ は、1929年 に京都の 「更生閣」から、2つ はStuttgartの
AntonHiersemann社 とNendelnのKrausReprint社 から1970年 に、3つ は日本の 「ひた
く書房」か ら1980年 に杉本つとむ氏の解題付 きで出ている。













Bd.7:1938-1943.こ の巻 はプ レーゼ ン トが編 集途 中で残 した ものの印刷 されず にphoto-
copyで 、 米国議会 図書館 に所蔵 されて いる らしい。
ヴ ェンク シュテル ンの続編 として、3人 の ドイツ人の手 に よって編 まれた膨 大 な書誌 で あ
る。 この頃 にな る と、 日本 関係 の欧文文献 も年 々増加 して きて、3巻 か らは2、3年 ごとに
1冊 として出て いる。
編 者 のナホ ッ ド(1858-1933)、 プレーゼ ン ト、へ 一ニ ッシュの各氏 の経歴 は不 明で ある。
岩波 の 『西洋人 名辞典』 にも武内博氏 の 「来 日西洋 人名事典』 にも掲載 されて いない。 来 日
して これ だ けの業績 を残 しなが ら、代表 的 な人名辞典 には掲載 がな い とい うこ とは、書誌 作
りは労多 くして、報 われ るこ との少 ない仕事 だ と思 った ことであ る。 なお、ナ ホ ッ ド氏 他 に
ついて は以下 の よ うな石 田幹之助 に よる紹介文 があ る。彼 は一般 歴史、 特 に商業史 の研 究家
で始 めか ら日本学者 として立 った人 で はない。1899年(明 治32年)外 遊 の途中 日本 に立 ち寄
ってそ の歴史 に興味 を感 じ、帰国後 オ ランダに留 学中 の 日本人 を助手 として 日本歴史 の述作
を志 した。 また、1902年 イスパニ ア ・ポル トガル に旅行 して 日本 とこれ ら諸国 との関係 史料
を調 査 し、 「各 国史叢書」 の1冊 として 日本 の部 を執筆 した。先 のヴ ェ ンクシュテル ンの第
2巻 には9点 の著作 が載 って いる。 また同氏 に よる と、 プ レーゼ ン ト氏 はライプツ ィヒの出
版業 者会館 の図書室主幹 で、 日本学会 の機 関誌 『日本』 に 日本 関係書誌 を連載 していた。 へ
一ニ ッシ ュ氏 はベ ル リン大学 の支那学教 授 の息子で あ り、 日独 留学生 交換で来 日し京都 帝 国
5)
大 学で学 んだ。 その後 、ベル リンのプ ロイセ ン国立図書館 の副館長 を勤 めた。
特 色 として は、① ロ シア語文献 を努 めて収録 してい る こと、② 日本人 の著 した 日本 関係 欧
文文献 も収録 してい るこ とで ある。
この 目録 は15項 目に分かれ た分類順 で あ り、その中 を細 区分 してい る項 目 もあ る。 なお、
5巻 目か ら分類項 目が変わ る。各巻 には通 し番 号が付 いてい る。巻末 には著者名 、 日本語 か
らの翻訳書名 、雑誌 ・年鑑 の索 引が付 い てい る。
1巻:1906-26/no.1-4019
2巻:1906-26/no.4020-9575





以上 出版 され た1巻(1906年)か ら6巻(1937年)に か けて、33,621件 の文献 数 にな る。
なお、7巻 には3,508件 収録 され てい るらしい。
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これ に も覆刻版 がStuttgartのAntonHiersemann社とNendelnのKrausReprint社か
ら1970年 に出てい る。
① か ら③ まで をつな ぐと15世 紀 末か ら1943年 にか けて、53,543件 の文献数 が出た ことにな
る。
④ コル デ ィエの 「日本書誌」(1912)
Cordier,Henri.Bibliotheca/4ρo忽oπ ∫dictionnairebibliographiqzaedesouvragesrelatzfsδ
1'Empireノ 砂o%α 氤 η㎎ 函ParordrechronologiqueIZtsqza'diヱ870,szaivid'unaPPendice
renfemaantlalistealPhabe'tiquedesPn'nciPaurouvragesParusdeヱ87041912.Paris:
ImprimerieNationale,1912.xii,762columns。
編 者 のコルデ ィエ(1849-1925)は フラ ンス のシナ学者。 アメ リカのニューオー リンズ に
生 れ、帰 国 して(1852)、 パ リ、 ロ ン ドンで教育 を受 けた。中国 に渡 り(1869)、 上海 の王立
ア ジ ア 学 会 北 シ ナ 図 書 館 長 と な り(1871)、 帰 国(1876)し て パ リ東 洋 語 学 校 に 出講
(1881)、 同教 授(1883来)。"Revue4掀'珍〃z60漉 η'"(1883-87)を 編 集 し、 またス フ レ
ーベ ル と共 に 『通報T'oung一 」劭o』(1890来)を 刊 行。彼 の主な業績 は、西洋 におけ るシナ
研 究 の沿革 お よび その 目録 編集、 ヨーロ ッパ諸国 と極 東、特 に フランス と中国 との関係交渉
の歴史 にあ る。 その大小 の著述 は数百 に上 り、生前 に1冊 の 目録が 出来 た くらいで ある。代
表 的 な 書 誌 に は、 『支 那 書 誌BibliothecaSinica』 と 『印度 支那 書誌BibliothecαIndo一
の
Sinica』 がある。(岩 波、武内、石田幹之助論文による)。
副書名 に 「1870年まで、年代順に排列せる日本関係著作の書目辞典」 とあるように、この
書誌 は年代順である。それに関係人名や主要事件 を見 出しにお りまぜユニークである。例 え
ば、初めて日本人が ヨーロッパの地 を正式訪 問した 「天正遣欧使節」(Premi6reAmbas-
sadeJaponaise1582-1590)の 項には、4人 の少年使節 の名前(伊 藤 マンショ、千々岩 ミ
ゲル、中浦ジュリアン、原マルチノ)を 紹介 し、長崎を出航 していつローマに到着 し、リス
ボンの訪問、そしてヴァリニャーノと共に帰国した日付が記載され、その下にこの使節 を扱
った種々の文献が年代順 に並んでいる。
さらに、1870年 までの歴史的テーマをもつ文献 を加 えている。そして、付録に、1870年 か
ら1912年 までの著者名(一 部件名)ア ルファベ ット順 目録 と一般索引を付 けている。
収録点数は約3,500件 である。扱っている年代 は先 のパ ジェス とあまり変わらないが、収
録点数 ははるか にパジェスを上回っている。
この書誌 は、上記①～③および以下に述べ る米国の 「アジア学会」の書誌の系列外 にある
が、編者の工夫が見 られ今でも古い欧文日本関係文献を調べるのにその価値を失っていな
い。欧文 日本古文献 を扱った古書目録にも、「コルディエの何頁」記載 と載 っている。
これには3つ の覆刻版が出ている。1つ は1932年 に東京の 「大岡山書店」か ら、2つ 目は
HildesheimのGeorgeOlms社か ら1969年 に、3つ 目はNewYorkのParagonBook
Reprint社 から1969年 に出ている。
407
⑤ 米国 アジァ学会(TheAssociationforAsianStudies=AAS)の「ア ジァ研 究書誌」
の 「日本」の項 目





この ア ジア学会 はそれ までの極東 学会 を改組 して設 立 され た もので あ る。機 関誌 として
,journalof・4sianStudiesが1956年か ら出てお り、活発 に研 究活動 をつづ けて今 日にい たっ
て いる。 この雑誌 の付録 として出てい るのがBibliographyof・4sianStudiesであ る。
幸 い にして、1941年 か らの古 い分 には以下 の ような累積版 が出て いるので便利 だ。
扱 ってい る内容 は、雑誌 、単行書 、雑誌 論文、 図書 の一部 で、 その中は分類順 に並 んでい
る。今 までの① か ら④ まで は個人 の編 纂 による書誌 であ ったが、 こち らは組織 として手掛 け
現在 に続 いてい る。
以 下 は、 日本 の項 目の件数 で ある。
a)CumulativebibliographyofAsianStudies,1941-1965.Subjectbibliography,vol.3.
Boston:G.K.Hall,1970
この累積版 は著者 と件名 に分 かれ てい る。 日本 の項 目は件 名(Subjectbibliography)で
見 る ことがで きる。 その中 は件名 のABC順 に排列 され てい る。 あま りに多 くて一点一 点数
え切 れ ない ので、頁 当 りで勘 定 した。1頁2段 組 で 日本 の項 は274頁 の`General'か ら
`Trade
,Transportation,and,Communications'の終 わ りの655頁 まで計382頁 あ り、 頂 当
り30件 として計 算す る と約11,460件 にな る。
b)CumulativebibliographyofAsianStudies,1966-1970.Subjectbibliography,vol.2
&3.Boston:G.K.Hall,1972
第2巻 は677頁 の`General'か ら`ForeignRelations'の 終 わ りの750頁 まで74頁 あ る。第3
巻 は1頁 の`Geography,DescriptionandTrave1'から`RyukyuIslands'の 終 わ りの118頁 ま
で118頁 ある。合計 で192頁 あ り、 これ も1頁2段 組で頁 当 り30件 とす ると約5,760件 にな る。
そ して以 下 はモ ノグラ フ として年刊 で 出版 され上記 の累積版 に続 く。 日本 の項 目に はそれ













































この書誌 の唯一 の難点 はタイム ラグが あ る とい うことで ある。1982年 版(1987年 発行)か
らコンピュータ による編集 に切 り替 えた ようだが、最新版 の1986年 版 の内容 は1992年 に発行
された ものであ る。6年 のタイム ラグが あ る。
以 上、①～⑤ まで の書誌 で ロシア語 を除 く(一 部翻 字で入 ってい る もの もあ る)欧 文 日本
関係 文献 の内、15世 紀半 ばか ら1986年 まで の点数 は以下 のよ うにな る。
① パ ジェス 約1,414件
② ヴ ェンク シュテル ン 約15,000件
③ ナ ホ ッド、プ レーゼ ン ト、へ一ニ ッシュ 約37,129件





日本関係欧文 文献 の総 数 は① か ら④ まで を足 す と約98,535件 にな る。① のパ ジェスのかわ
りに コル デ ィエ にす る と約100,621件 にな る。
(3)包 括書誌(旧 ロシア、旧 ソ連)




旧 ロ シ ア で 最 初 に 出 た シ ベ リ ア 関 係 を 除 く 、 東 洋 関 係 文 献 目 録 で あ る 。 メ ジ ョ フ は こ の 書
誌 と対 を な す 『シ ベ リ ア 書 誌 』 を 同 時 に 出 版 し て い る 。 メ ジ ョ ブ の 詳 し い 経 歴 は 不 明 で あ
る 。
こ の 書 誌 の 収 録 資 料 は18世 紀 初;期 か ら1880年 代 末 ま で を 扱 っ て お り、 分 類 順 に 並 ん で い
る 。 索 引 が な い の で 不 便 で あ る 。 日本 の 項 目 は 第1巻 第2部 のNo.3104-3439に 収 録 さ れ て い
る 。 合 計 で336件 で あ る 。
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② マ トヴ ェーエ フ、 ポポ フ共編の 「日本書誌」(1923)
MaTSees,3.H.,HonoB,A.几bH6.nHOraHRRIIOHHH.rlou.pe![.E.F.CnanbBHHa.q.1-2.BJIa丑HBocToK,
1923.117,13cTp.
初 めて 日本 だけに的 を しぼった書誌で ある。1923年 、10月 革命後 に まとめ られ た。 国際十
進 分類 法(UDC)に よって分類 されて い る。2部 に分 かれ、第1部 は旧 ロシア の文 献 を1,
845件 収 め、第2部 は1915-1922年 の革命 前後 に出 た文献 と補遺 を合 わせ255件 、両部合計 で
2,100件 になる。 巻末 に著者 索 引 と出版機 関名 の略語 表が付 い てい る。 い うまで もな く、 こ
の書誌 は上 記 メジ ョブの 「日本書誌 の項 目」 に続 くもので あ る。




旧 ソ連科 学 アカデ ミー 内のアジア民族研究所 の編集 にな る分類順 目録で あ り、その中 は大
き く18項 目に分 け、細 区分 して いる ところもある。合計 で6,249件 にな り、一一番件 数 の多 い
のが、9「 日本 の軍国主義 とファ ッシズム ならびにその帝国主義 的侵略」 の1,735件 で、全体
の28%に な る。次 は10「 対外政策 」の1,355件 で22%に な る。 この2つ で全体 の半分 にな り、
旧 ソ連 にお ける初期 の 日本研究 がいわ ゆる軍事 、外 交、政治 に片寄 っていた こ とが分 か る。
3番 目 は 「経 済」、4番 目 「歴 史」 の順 とな る。巻末 に著者 索引 が付 いて い る。 ち なみ に、
この書誌 は1,600部 出版 された。
覆 刻版が 日本 のナウカ書店か ら1979年 に出 てい る。
④ 旧 ソ 連 科 学 ア カ デ ミ ー 編 の 「日 本 書 誌1734-1917」(1965)
BH6JIHoraHRRnoHHH:JIHTeaTaN3AaHH磚BPOCCHNc1734no1917r.[CocTaBHTe.nH:B.C.
hpNBHNHHAP.OTBeTcT.pe皿aKTobl:M.レ1.JlyKbHHBaHAp.]MocxBa,1965.378cTp.
これ は、①、② の個人 あるい は共編 で作 った 旧書誌 を増 補集大成 した ものであ る。 だか ら
この1冊 さえあれ ば、 メジ ョブ、マ トヴェーエ フ ・ポポ フの編集 した2冊 の書誌 は不要 とな
った。
ここで は発行年代順 としたので、③ と扱 ってい る年代 が逆 になった。
上記 と同 じ く分類 順 目録 で、 その 中 は大 き く15項 目に分 け、細 区分 して い る とこ ろもあ
る。合計 で7,897件 にな り、一番 件数 の多い のは3「 経 済」 の1,341件 で全体 の17%に なる。
2番 目が2「 地理 ・民族 」 の784件 で10%に なる。3番 目は9「 軍 事」、4番 目 は6厂 歴史」
の順 にな る。 巻末 に著者 索引付 き。 これ は1,000部 出版 され た。
これ も日本 のナ ウカ書店 か ら1979年 に覆刻版 が出てい る。





い うまで もな く、③ に続 く。同 じ く、分類 順 目録 で、 その中 は19項 目に分 け、細 区分 して
い るところ もある。 この旧 ソ連 科学 アカデ ミー編 の 『書誌』 は3点 とも分類 項 目が異 な って
い る。合 計で5,172件 にな り、一 番点 数が 多 い の は5「 経 済」 で1,199件 で全体 の23%に な
る。 次が16「 文学 」の1,020件 で20%に な る。3番 目が8「 歴史」、4番 目は9「 外交」 の順
にな る。 これ も著 者索 引付 き。 これ は1,500部 出版 され た。 同 じ く覆 刻版が ナ ウカ書店 か ら
1987年 に出 ている。
以上3点 の 旧 ソ連 科 学 アカデ ミー編 の書誌 の一・部 を収 録 した ものが、岩崎 学術 出版 か ら
『10月革命50周 年記念 日ソ関係 図書 総覧1917-1967』(1967年)と して 出てい る。
この3点 の書誌 に よ り、1734年(こ の年 に ロシアで 『日本誌』 が刊行 された とされ る)か





残念 なが ら、1973年 以 降 のロシア語文献 で まとまった ものが 出ていない。
但 し、 旧 ソ連 にお け る 『日本 ・年鑑IApponiia:Ezhegodnik』の 「日本文献 」 に は1972
年 か ら最新版 の1988年 まで、 ロシア語 、 日本語 、 ヨー ロ ッパ語 に よる3種 の単行本文献 が巻
末 に記載 されてお り、最新 の もの はこれで見 る ことが で きる。以下 に、 ロシア語 の各 年代 の




































とする と、 ロシア語 文献 は1988年 まで に19,647件 に なる。
の
なお、InoueK6ichi氏 は1974-1989に は概算 で5,000件 ぐらいだ ろう と言 われてい る(こ
の数字 は雑誌論文 な ど も含 めた ものだ ろ う)。 とす る とロシア語文献 は1989年(平 成 元年)
まで に24,318件 ほ どになる。
(4)包 括書誌(中 国)
李玉 ・劉玉敏 ・張貴来編 『中国日本学編著索引1949-1988』 北京大学出版社1991.414,
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557p.(北 京大学 日本研究叢書)
これは昭和24年 から昭和63年 までの40年 間にわたる中国本土における日本学の成果をまと
めた書誌である。
大 きく、著作、論文、訳書、翻訳論文の4つ に分け、その中を分類順に細区分 している。
収録件数:は、単行本580件 、論文8,119件 、訳書1,147件 、翻訳論文2,942件 、合計で12,788件
になる。巻末に雑誌索引が付いている。
(5)包 括書誌(一 言語 ・ドイツ語)
これ は、(2)の 包括書誌(欧 米)と もい える し、 次 の総合 目録 と もいえる。
これ まで、 ドイ ツ語 はもちろん他 の ヨー ロ ッパ語(ロ シア語 は省 く)に よる単独 の 日本 関
係書誌 はなかった。最近2つ の ドイツ語 による書誌 が出 た。 ドイ ツ人 の勤勉 で、骨身 を惜 し
まない、秩序 を好 む国民性 によるのか、今 まで見 て きたよ うに 日本関係 の欧文 書誌 を個人 で
作 ったの は大部 分 ドイ ツ人 で あるし、 次項 の トラウ ツ博 士 もカ ピツァ氏 も ドイツ人で あ る。
以下2つ の書誌 も ドイ ツ人 に よる日本単独 の書誌 であ る。





年代 は限 られて いる ものの、 自然 科学 を除 く単 行本、雑誌論 文 を収録 した 日本関係 の ドイ
ツ語 文献 であ る。
Abe,K??ｩ らアル フ ァベ ッ ト順 に並んで いる。1か ら順番 に番号 が付 いてい て総件 数で
は4,512件 で ある。 ドイ ツ語単独 で7年 間 に これ だ け出 てい るの は多 い よ うな気 が して内容
を見 てみ る と、例 えば日本人 による 「日本 における中高 ドイツ文 学」 とい う論 文 まで入 って
いる。
前 の方 に、分野別 の一覧表 とその分野別 に本文 の文献 番号 を記入 した索 引が付 き、最後 に
著者索 引が付 いてい る。 これ はデー タベ ース化 されてい る。




驚 くべ き書 誌 で あ る 。20項 目 に 分 か れ た 分 類 順 目 録 で あ る が 、1番 か ら 通 し番 号 が 付 い て
い て 、 何 と10万 の 位 が 取 っ て あ る 。 そ れ も そ の は ず で 、 以 下 の よ う な 遠 大 な 計 画 が 前 書 き に








また、驚 くべ きこ とに、 ドイ ツ国内、英 仏 の国立 図書館、 日本 の代表 的な図書館、 カナダ
の図書 館、 そして何 とアメ リカ各 州 のほ とん どの公 共、大学、専 門図書館 の所在記録 が付 さ
れ てい るこ とで あ る。 ちなみ に、 日本 の図書館 は、国立国会 図書館 、東京大 学図書館、上 智
大学 図書館 、国際 基督教 大学 図書館、東 洋文 庫、慶 応義塾 大学 図書館、DeutscheGesells-
chaftf?Natur-undV?kerkundeOstasiens,Bibliothek,Tokyo、天理 図書 館、東北大学 図
書館 、京都外国語 大学図書館 の10館 で あ る。 なぜ 、欧文 日本関係 の文献 を継 続的 に収集 して
い る国際文化会館 図書館 や国際交流基金 図書館 を省 いた のかが不 思議で あ る。
この シ リー ズA、Bd.1.の 総点数 は3,231件 で あ る。た だ、惜 しい こ とに ドイツ語 文献 だ
けであ る。
(6)総 合 目録(ユ ニオ ンカタ ログ)〔 発行年順〕
ここでは主に、各種の総合 目録から日本関係欧文の単行書の件数 を調べてみる。
① ベル リン日本研究所 ・京都 ドイツ文化研究所編 「古 日本文献目録」(1940)
BibliogyaphischeyAlt一 ノ穡anKatalog1542-1853.Bearb.u.hrsg.vomJapaninstitutin
Berlinu.vomDeutschenForschungsinstitutinKyoto.Kyoto,1940.
これ はドイツにある日本研究所 と日本にある ドイツ文化研究所の2つ の機関 と人が協力 し




図書館に所蔵する1542年 のポル トガル人による日本発見か ら1853年 のペ リー提督 による日本
開国に至 る間にヨーロッパで印刷 ・刊行されたいわゆる古文献 目録である。
実際作業に当ったのは、ベルリン日本研究所主事の トラウツ(F.M.Trautz)博 士である。
博士は来 日中に病 に倒れ帰国した。この本 をドイツで印刷する予定であったが出来ず、出版
を見ずに1938年 春 に亡 くなった。博士の後 を継いだのは京都帝国大学図書館に勤務の谷口寛
一郎、山本賢治の2人 である。他 に、同 じ図書館の鈴鹿三七、山鹿誠之助、天野敬太郎、重
久篤太郎 の4氏 への謝辞が記載 されている。




録」を参考にした。 この目録の何 と4分 の1は ヴェンクシュテルン、コルディエに未収録の
ものであるらしい。
著者名順 目録で、同一著者のものは年代順 に並んでいる。通 し番号が付いていて収録総数
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は1,624件 であ る。最後 に 日独 の所蔵機 関名索引が付 いて いる。
覆 刻版 が ミュ ンヘ ンの ドキュメ ンテ ーシ ョン出版 か ら1977年 に出てい る。
『古 日本文献 目録』 が出たつ いでに、 もう一 つ最近 ドイツで出 たすば らしい成果 を紹 介 して
お きた い。 それ は、 同 じ く ドイツ人 のペー ター ・カ ピツ ァ氏(PeterKapitza)が 編纂 され
た 『ヨー ロ ッパ にお ける日本 ノ穡aninEuropaTexteundBilddokumentezureurop臺schen
ノ穡ankenntnisvonMarcoPolobisWilhelmHumboldt.M?chen:Iudicium,1990』で あ る。
「テ クス トと図版 で示すマル コ ・ポー ロか らヴィルヘル ム ・フ ォン ・フ ンボル トにい た る ヨ
ーロ ッパ の 日本理解」 と副題 にある ように、主 に独 ・英 ・仏語 で書 かれた 日本 に関 す る報告
書、旅行 記 、学術書 はもち ろん百科事 典の項 目や詩 、小説 な どか ら取 り出 した解題、 図版入
りの古 日本文献 目録 であ る。1298/99の マル コ ・ポー ロの写本 『llMilione東 方見聞録 』 か
ら1826年 の フンボル トの 『ロ ドリゲス とオ ヤング レンの 日本語 文法 の比較概 説Noticecom-
parativedesgrammairesjaponaisesdesPP.RodriguezetOyanguren』まで2巻 合 わせ て
462件 の古文献 を扱 ってい る。1巻 が957頁 、2巻 が1,024頁 、そ れに96頁 の索 引が付 い て い
る膨大 か つ詳細 な解題付 目録 で ある。
② 福 田な をみ編 「欧文 日本関係総 合 目録」(1967)
Unioncatalog()fbooksonノ穡aninwesternlanguages.Ed.byNaomiFukuda.Interna-
tionalHouseLibrary,1967.iv,543p.
これ はわ が国 にお けるその所蔵機 関名 を記 した最初 の総合 目録 である。
編者 の福 田な をみ女史 は、ア ン ・アーバー の ミシガ ン大学 で歴史 を修 め、 また同大学 の図
書館学校 を卒業 。昭和28-45年 まで17年 間、 国際文化 会館 の図書館長 を勤 め られ た。後 、 ミ
シガ ン大 学 へ移 られ た。鈴木 平八郎氏 による と、彼 女の活躍 を大 まかに分 ける と、第1に 、
国 内の重 要 図書 館建設 の推進 、第2に 、戦後 の図書館 復興 を担 うべ き図書館人 の養成 、第3
8)
に、書誌作成その他の図書館業務上の貢献 ということになろう、 と言ってお られる。後、勲
四等宝冠章を受賞された。現在 は高齢で引退されている。
所蔵機関名 は、国際文化会館、国際文化振興会、国立国会図書館、東洋文庫、上野図書館
(国立国会図書館支部)の5機 関である。国際文化会館 を除 く4機 関には以下のようにそれ
ぞれ冊子体蔵書 目録があり、それに自己の蔵書を含めて編纂 した。
国際文化振興会図書室 は、1938年 と1967年(増 補改訂版)の2度 にわたって冊子体 目録を
刊行 した。国立国会図書館 は、1948.4-1962.12ま での 日本関係欧文図書 目録 の予備版 を
1963年 に刊行 した。東洋文庫(1917年 創立、1948年 以来国立国会図書館支部 となった)は 、
モ リソン文庫中の日本関係欧文図書を主体 とした1917-1956年 までの目録を1957年 に、同著
者索引を別冊 として1959年 に刊行した。最後に、上野図書館 は、1872-1960年 までの日本関
係欧文図書目録 を1966年 に刊行 した。
ここで扱った文献 は、 日本 に限定 した図書あるいはモノグラフィック ・ワー クスであり、
アジアに関す るものや雑誌論文 は省いてある。 日本関係貴重書 は入っている。
著編者 のアルファベ ット順 目録で、収録件数は9,393件 である。索引 は無い。
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③ 国際基 督教大学 図書 館 ・国際 文化 会館 図書 室編 「英文 日本関係 図書 』(1984)
Booksonノ 砂砌inEng'lish:jointholdinglistof'ICU五ibraryand卿Library,8砂ム,
1983.Tokyo:ICULibrary,1984.vi,683p.
これ は、国際 基督教 大学(ICU)(1953年 に4年 制大 学 が設 立 され た)図 書館 と財 団 法人
国際文化会館(IHJ)(1952年 設立)図 書室(1955年 開館)が 所 蔵す る英文 の 日本 関係図 書、
日本 の図書 の英訳本、及 び小冊子 目録 で ある。 主 として人 文 ・社会科学 が 占める。
前者 は、留学 生 の占 める割 合が 高 く、 日本 関係 の欧 文 図書 を継 続的 に収 集 して い る。 ま
た、後者 は学術 ・文化 の国際交流 を目的 として設立 された財団法人 で、内外 の研究 者 のため
に同種 の図書 を収集 してい る。両機 関共、40年 余 りの歴 史が ある。 なお、国際文化 会館 は以
前Booksonノ穡an,alistofacquisitions,1955-1970とい う冊 子 目録 を刊行 して いる。
厳密 には2機 関 で英 文 のみ とい う制 約が あ り、統合 目録 とは言 えないが、総合 目録 をめざ
す第一 歩 として位置付 け られ る と思 う。
収録件 数 は1983年9月 現在 で5,860件 で ある。 日本 十進 分類法(NDC)に よ る分類 目録 で
ある。 巻末 に著者索 引 と書名索 引が付い ていて検索 に便 利で あ る。
④ 「国立 国会図書館所 蔵 日本関係 欧文図書 目録 昭和23-50年 」紀伊 国屋書店(1977)
Catalogofmaterialsonノ穡aninwesternlanguagesinthe.〈jationalDietLibrary1948-
1975.vii,388p.
これ こそ厳密 には、総 合 目録 で はな い。 しか し、国 の 中央 図書館 で あ る国立 国会 図書館
(1948年 創立)は その収 書方針 に 「内外 で刊行 され るその国 に関す る研 究書 を可能 な限 り収
集、整 理す る こと」 を うたってい る。 だか ら、 わが国 において は、 こう した 日本関係書 は国
立 国会 図書館 が一番 の蔵書 数 を誇 って い る と思 われ る。 また、 旧上野図書館 の分 も引 き継 い
でい る。 だか ら、 ここか ら出 る目録が一一応 の総合 目録 だ と言 えない こ ともない。
大 き く総記、人文 科 学、社会 科学 、科 学技術 の4部 門 に分 けた分 類順 目録 で あ る。約7,
800点 を収録。 ロシア語文献 も入 ってい る。巻 末 に著者 索引が付 いてい る。
林 杲 之 介氏 に よ る と、② の7,000-8,000タ イ トル(実 際 は9,393件 で あ る)に1,000-2,
9)
000タ イ トル を加 えた10,000タ イ トルが、1970年 の概 略で ある と言 ってお られ る。
⑤ 「英文 日本 関係 図書 目録」 国際交流基金(1986)
CatalogueofbooksinEnglishonノ穡an1945-1981.Tokyo:TheJapanFoundation,
1986.viii,726p.
これ は上記③ と似 た もので ある。 国立国会 図書館 と国際交流基金本部 図書館 とが所蔵 して
い る もの と、米 国アジア学会 のBibliographyofAsianStudiesの1973年版 までの`Japan'の
項 目 と米 国 の 『全米総 合図書 目録 』(NationalUnionCatalog)に共通 して採録 され てい る
収録 図書 を対象 とした英語で書 かれた 日本 関係 図書 目録 で ある。パ ンフレッ ト、 マイ クロフ
ィルム等 は省 いてあ る。
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収録年代 は1945年 か ら1981年 にかけて刊行 されたものを採録 している。
国際交流基金(JapanFoundation)は 対外文化交流活動の増進を目的 として、1972年 に
設立された外務省所管の特殊法人である。その前身は1934年 設立の国際文化振興会(Japan
CulturalSociety=KBS)で ある。戦前か ら活動しているので貴重書 も所蔵 している。
日本 を主題 とした人文、社会科学及び芸術分野の図書を対象 とした分類順 目録で、NDC
第8版 によっている。各記述の最後 に情報源の略号が記 されていて便利だ。著者索引 と書名
索引が付いている。通 し番号が付いていて収録件数は8,942件 である。
1945-1981年 間の日本関係英語文献 にっいて はほぼ網羅 しているのではないか と思われ
る。
なお、 この冊子体目録 はデータベース としてコンピュータに入力した内容 にもとついてい
る。
日本関係欧文図書目録の内、英語で書かれた分について は③ と⑤でほぼ完璧 と思われる。
英語以外のヨーロッパ語による総合目録の刊行が待たれる。




上記④の続 きである。件数 としては、4,700件 である。同 じく分類順で、巻末に著者索引
と書名索引が付いている。ロシア語も入っている。
国立国会図書館には昭和23年 の創立か ら昭和61年 までに12,500件 、それに旧上野図書館の
分約5,000件 、支部図書館の東洋文庫分4,790を 合計す ると、22,290件 所蔵していることにな
る。
上記各機関以外にも、日本各地の主要大学図書館や専門図書館 はそれぞれかな りの量 と質
の新旧の日本関係外国語資料を収集、所蔵 していて、「日本」を主題 とした冊子 目録 を出し
ているが(「 日本」関係 は出 してな くて もすばらしいコレクションを持 ってい る機関 もあ
る)、 ここでは省いた。例 えば、京都外国語大学、京都大学人文科学研究所、同東南アジア
研究所、東京女子大学付属比較文化研究所、 日仏会館、横浜開港資料館、貿易研修 センタ
ー、西南学院大学の各図書館、「日本」に限定 した冊子 目録 を出していない機関では、天理
大学、近畿大学、国際 日本文化研究センター図書館 などに充実したコレクションがある。
なお、各国における日本文学の翻訳、日本語、 日本経済、教育などの特定分野の書誌は出
ているが、 この稿では省いた。また、各国、各国語 による解題付 きの書誌や選択書誌 もかな
り出ているが、日本研究文献の総数をつかむのには不適当なのでこれ も省いた。
(7)お わ りに
ロシア語を含めた日本関係欧文文献 は15世紀の半ばから1989年(こ の年 はロシア語文献の
上限である)ま でに、概算で122,853件 になる。そして、戦後の中国語文献12,788件 を加 え
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32外 国語による日本研究文献の書誌学的研究
ると、135,641件 になる。パジェスのかわ りにコルディエで とると、2,000件 ばか り増 える。
筆者の予想では、中国語、ロシア語を含めた外国語による日本関係文献 はおおよそ15世 紀半




1948-1986年 の2冊 分 の目録で12,500件 、支部上野 図書館 旧蔵分(1872-1960年)が 約5,
000件 、支部東洋文庫分(1917-1956年)が4,790件 になる。つまり、・1872年か ら1986年 まで
の合計 は22,290件 になる。それ に、1872年 以前の古文献 を扱 った 『古日本文献 目録』(1542
-1853)の1,624件 を加 えると23,914件 になる。 これに、(4)の 文献 で中国語 の単行本 の
580件 、訳書1,147件 を合計すると25,641件 になる。1986年 から1992年 までの6年 間分の予想
は年に約300点 の単行本が出るとして1,800件 。総合計では27,441件 になる。筆者の予想で は
1542年 から1992年 までにおよそ3万 点 ぐらいと予想している。 この数字が多いか少ないかに
ついては判断の分かれるところであろう。
ドイツのハダミツキイとコックス両氏によって計画されている日本の図書館 も含めた世界
各国の図書館が所蔵するドイツ語による日本文献 の総合 目録作成 という遠大な計画をみるに
つけ、せめて日本に関す る外国語資料 を集中的に収集 しているわが国の図書館が協力 して
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